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新しい制服に身を包んで
快挙！内閣総理大臣賞を受賞

うららかな日和と満開の桜に囲まれて仁尾の絵馬を一冊に
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市内の小中学校で入学式が行われました。これからたくさ
んの人に出会い、いろいろなことを経験して、夢を広げてい
ってください。

第 4回ものづくり日本大賞で栄えある内閣総理大臣賞を受
賞した香川高専詫間キャンパスプロコンチームの皆さんが表
敬訪問しました。高い技術力をもった皆さんの今後の活躍が
期待されます。

第 27回諶之丞まつりが戸川ダム公園周辺で行われました。
晴天に恵まれた両日、ステージ上ではさまざまな催しが披露
され、大勢の人でにぎわいました。

文化協会仁尾支部と文化財保護協会仁尾支部の 12名で構成
されている仁尾の絵馬編集委員会の皆さんが仁尾町内の神社
にある絵馬を取りまとめた冊子の編集を行っています。初めて
冊子としてまとめ、写真と解説で分かりやすくなっています。
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大
規
模
地
震
に
備
え
住
宅
の
耐
震
対
策

を
支
援
し
ま
す

香
川
県
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

の
見
直
し
を
行
い
ま
す

市
営
墓
地
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

 ・
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
た
戸
建
住
宅
、

長
屋
、
併
用
住
宅
（
住
宅
の
用
に
供
す
る
部
分
が
過
半

数
以
上
）
※
賃
貸
住
宅
、
社
宅
は
除
く

 ・
市
内
に
お
い
て
自
ら
所
有
ま
た
は
居
住
す
る
住
宅
で
あ

り
、
耐
震
対
策
後
も
居
住
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と

 ・
耐
震
改
修
に
つ
い
て
は
、
耐
震
診
断
に
よ
り
倒
壊
す
る

可
能
性
が
高
い
、
ま
た
は
倒
壊
す
る
可
能
性
が
あ
る
と

判
定
さ
れ
た
も
の

 ・
建
築
基
準
法
の
規
定
に
基
づ
く
違
反
が
な
い
こ
と

 ・
同
一
事
業
の
補
助
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

 ・
各
要
件
の
確
認
や
手
続
方
法
の
説
明
の
た
め
、
必
ず
、
補

助
金
交
付
申
請
の
前
に
申
込
書
を
建
築
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
提
出
前
に
着
手
し
た
場
合
は
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

 ・
耐
震
診
断
は
耐
震
診
断
技
術
者
（
建
築
士
の
資
格
を
有
す

る
人
で
所
定
の
講
習
を
受
講
し
た
人
、
ま
た
は
構
造
設
計

一
級
建
築
士
）
が
行
う
も
の
で
す
。

 ・
耐
震
改
修
の
施
工
は
県
内
に
営
業
所
を
設
け
て
い
る
事
業

者
に
限
り
ま
す
。

 ・
リ
フ
ォ
ー
ム
を
併
せ
て
行
う
場
合
は
、
耐
震
改
修
に
要
す

る
費
用
の
み
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

※
募
集
件
数
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　
　
　

    

☎
73
・
3
0
4
3

　

県
都
市
計
画
課　

 

☎
0
8
7
（
8
3
2
）
3
5
5
7

入
場
は
自
由
で
す
。
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

傍
聴
し
た
い
人
は
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
、
傍
聴
人
は
発
言
で
き
ま
せ
ん
。

見
直
し
の
素
案
を
閲
覧
で
き
ま
す
。
ま
た
、
公
聴

会
に
出
席
し
て
意
見
を
述
べ
た
い
人
は
、
素
案
閲
覧

場
所
に
あ
る
公
述
申
出
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

皆
さ
ん
の
意
見
を
見
直
し
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、

公
聴
会
を
開
き
ま
す
。
た
だ
し
、
公
述
の
申
し
出
が

な
い
と
き
は
、
公
聴
会
を
中
止
し
ま
す
。

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
県
が
概
ね
20
年

後
の
都
市
の
姿
を
展
望
し
た
上
で
、
市
町
を
越
え
る
広
域

的
な
見
地
か
ら
、
区
域
区
分
を
は
じ
め
と
す
る
広
域
的
・

根
幹
的
な
都
市
づ
く
り
の
基
本
方
針
と
し
て
示
す
も
の
で
す
。

香
川
県
で
は
既
存
の
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
が
平
成
22
年
に

中
間
目
標
年
を
迎
え
た
た
め
、
改
訂
す
る
予
定
に
し
て
い

ま
す
。

内
容
に
つ
い
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
会
を
開
催

し
、
そ
の
後
、
皆
さ
ん
の
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、
公
聴

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

環
境
衛
生
課　

☎
73
・
3
0
0
7

①
三
豊
市
に
本
籍
が
あ
る
人

②
三
豊
市
に
引
き
続
き
1
年
以
上
住
所
を
有
し
て
い
る
人

※
申
請
書
は
環
境
衛
生
課
ま
た
は
各
支
所
に
あ
り
ま
す
。

※
墓
地
は
私
有
地
に
設
置
す
る
こ
と
が
法
律
に
よ
り
禁
じ
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
が
整
備
し
た
良
好
な
環
境
の
墓
地
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

（
次
の
ど
ち
ら
か
の
要
件
を
満
た
す
人
）

昭
和
56
年
5
月
以
前
の
旧
耐
震
基
準
で
建
て
ら
れ
た
住

宅
の
う
ち
、
近
い
将
来
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
地
震
等

の
大
規
模
地
震
に
よ
り
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
住
宅
は
、

家
族
の
生
命
を
守
る
た
め
早
め
に
耐
震
対
策
を
行
い
ま
し

ょ
う
。

耐
震
対
策
と
は
、
地
震
に
対
す
る
住
宅
の
耐
力
を
判
定

す
る
「
耐
震
診
断
」
と
、
そ
の
耐
震
診
断
に
基
づ
い
て
計

画
さ
れ
た
耐
震
補
強
を
行
う
「
耐
震
改
修
」
が
あ
り
、
住

宅
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
が
耐
震
対
策
を
実
施
し
た
場

合
に
一
定
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

今
年
度
の
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

な
お
、
申
込
書
と
補
助
金
交
付
申
請
書
の
受
け
付
け
は
建

築
課
で
行
っ
て
い
ま
す
。

 ・
補
助
対
象
住
宅
の
所
有
者
ま
た
は
居
住
者
で
あ
る
こ
と

 ・
市
税
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

申
請
者
要
件

補
助
内
容

注
意
事
項

申
請
時
間

所
在
地

募
集
区
画
数

永
代
使
用
料

資
格
要
件

申
し
込
み
期
限

住
宅
要
件

耐
震
改
修

耐
震
診
断

対
策
名

工
事
費
用
の

2
分
の
1

診
断
費
用
の

3
分
の
2

補
助
率

上
限
60
万
円

（
千
円
単
位
切
り
捨
て
）

上
限
6
万
円

（
千
円
単
位
切
り
捨
て
）

補
助
金
額

5
件

25
件

募
集
件
数

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

平
成
24
年
12
月
20
日
（
木
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

建
築
課　

☎
73
・
3
0
4
4

●
説
明
会
日
時

●
素
案
の
閲
覧
と
公
述
の
申
出

●
公
聴
会
に
つ
い
て

日

時

日

時

場

所

場

所

日

時

場

所

5
月
22
日
（
火
）
午
後
2
時
〜

5
月
29
日
（
火
）
〜
6
月
12
日
（
火
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

（
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

建
設
課
・
県
都
市
計
画
課

三
豊
市
役
所
西
館

6
月
27
日
（
水
）
午
後
2
時
〜

三
豊
市
役
所
西
館

詫
間
中
央
霊
園　

1
6
7
区
画
（
3.
0
0
㎡
〜
7.
7
8
㎡
）

久
保
谷
霊
園　
　

1
区
画
（
4.
2
5
㎡
）

詫
間
中
央
霊
園　
4
0
2,
0
0
0
円
〜
7
2
2,
2
6
0
円

久
保
谷
霊
園　
　

3
0
0,
0
0
0
円

詫間中央霊園 (詫間町詫間 )

久保谷霊園（三野町大見甲）

民
間
住
宅
耐
震
対
策
支
援
事
業


